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北米族行記
山　本　一清
（25）
　1933年七月9日午後6時5分，Pittsburgh着，　Seventh　Avenue　Hotelとv・ふの
に宿る．市の中央部であるが，ごく古風な宿である・始めて來た市街なので・
未だ日が暮れるまで時間もあるので，あちらこちら散歩に出かける・
　アレガニ山脈を今越えて來たばかりの土地だから，市の内外に丘陵が多く，
其の中にAIIegheny河とMonongahela河とが合流して來て，市内で改めて
Ohio河となる．地勢は一寸わが京都に似てみる一一と思ったら，果して，市
内にLインクライン「と呼ぶケ1ブルカ1が二つ三つある！1
　滞在は明日だけで，其の間に天文墓とFecker會砒とを訪問しなければな
らないので，散歩かたがた道路を願えておこうと思ひ，し飾馬大橋■を越え，
Perrysville街行きの電車で，元の大學あたりを彷呈する・番地によってFecker
三瀬の練瓦建を見つけたが，有名なのに坐す，貧弱なのに驚く。つと，隣り
の家の主入に呼び止められ，暫時其の家に入って，Brashear以來の望遠鏡物
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語りを聞く．叉，二十年も前までは同じ敷地に大學と其の天文憂があった由，
案内書にも書いてあるので，そんなことなど種々聞く．天文豪は今はズツと
街はつれのRiverview　Streetに移って了つた．
　　　　　　　　　　　　　　　（24）
　翌七月10日，朝9時頃，昨日知って置v・た道をたよりに，Yecker會杜を訪
ねた・建物は貧弱だと思ってみたが，入って見ると，可なり廣くて，中には，
二階から地下まで，職人たちが二三十人も元氣よく働v・てるる．主人J・w．
Fecker氏は，先日ChicagoやYerkes天文嘉の會合で會って來訪を約して
置V・たので，旧事都合が好い．十四年前，Brashear時代にわが京都大學天文
部に口径25センチの反射鏡を買ひ
求めたこと話し出して見ると，
Fecker氏はチャンと其れを畳え
てみて，親しげな顔をしながら，
爾ほ，ヰクトリヤや共の他の天文
壼へ納入した大型の機械の爲眞な
ど見せてくれた．其れから，氏は
階上階下の各日揚を案内された．
設計室，研磨室，金工室p試験室
組立て室等々．目下此の工揚には
ハ1ブ1ド大丸のオ1クリヂ出張
所のために口径155糎の大反射望
遠鏡が殆んど完成の域にあり，叉，
ブイラデルフイヤのフランクリン
學院天文部のため，
置藷
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P’ecker會杜工場
　　　　　　　　　ロ径60糎のものが製作されつつあった．
　　　　　　　　　　　　　　　（25）
　10時過ぎ，天文憂へ行くため工揚を僻毒する．Fecker氏は親切に自用車で
自分をRiverview街の天文憂まで案内し，墓誌Jordan氏が不在だつたので・
次席K．Burns氏に紹介の努をとられた．
　このPittsburghの“　Allegheny天文壼”は，創立は1859年で，可なり古く・
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元はFecker工面に近V・Perrysvi11e街の丘上にあったのだが，1910年に，磯
展し行く市街の姻塵を避けて今の地に移ったのである・土地はPittsburgh市
の北牛部をなすAllegheny市の一部，　Allegheny河の流れに取り園まれて
るる丘の上であって，大小三つのド1ムを持つ建物である．自註當時はF．
Schlesinger博＝L（今はYale大學天文肇長）が墓長としてYerkesから來任し，
口径76糎篇眞式屈折望遠鏡といふ珍らしい優秀機を以って，恒星硯差の観測
プログラムを立て，共の後，H．　D．　Cultis博士（今はAun　ArbOr天文翼長．
天界第152號第72頁を見られよ）が來任されたが，一昨年Curtis氏が去られ
てからは，首席のJordan氏が憂長に昇任した．
　Burns氏は以前から分光學の專問家として名を知られてみる人である・此の
日も，氏は最近の氏自身の赤外光線に罰する三蹟など暫く自分に話された後，
例の76糎のThaw望遠鏡共の他を案内され，最後に爲眞板測定室へ連れ・て干
てDaniels氏と　M　iss　Crissman女隻とに紹介された．　Daniels氏は爲眞板測
定について現に此の天文壷で實行してみる方法と特徴とを設明され，爾ほ之
れまで専ら室内で測定作業に當られた．女史の熟練と熱心とをたたえられた．?
?
アレガ；天文ii蓬
　正午になったので
Burns氏の宅へ招か
れて，家族の人々と
共に午餐の卓につく。
愛らしい子供たちと
の談笑が愉快である．
七つ位の男Sd君，自
分の顔や服装を見て
大に失望の挽子なの
で父君が其のわけを
聞かれると
『日本人は皆，軍人だと思って，今日の午餐には面白い出血の話など聞かれ
ることを臨んでみたのに，此の御客は軍人でないのか‘［t』（績⇔
本會本部も，事務所も移轄　　本年初からスツカリ花山天文Eへ
